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ScienceJournalofXanagawaUmversity(神奈川
大学理学誌)第19巻を皆様のお手元にお届け致します｡
第 19巻では原著論文 10報､短報2報､報告書 1報､
テクニカルノート1報､研究交流 1報の計 15の論文
を掲載致しましたoこの中には総合理学研究所の2007
年度研究助成を受けた論文7報を含みます｡情報系､
化学系､生物系にわたって学術的価値の高い共同研究
論文を投稿していただきました｡また､研究交流では
本年3月に神奈川大学大学院理学研究科博士課程を修
了したばかりの若き博士 (理学)である内野さんに､
ドイツで過ごした 1年間に渡る生活について寄稿して
いただきました｡後に続く大学院生の皆さんには大き
な刺激となることでしょう｡今後も本学の理学研究科
博士後期課程を修了する方､また､論文博士として神
奈川大学理学研究科より博士の学位を授与される方か
らの論文投稿を期待しております｡
折しも､この第19巻が発行される直前の2008年5
月には神奈川大学創立 80周年記念式典が営まれまし
た｡同時に本年は神奈川大学湘南ひらつかキャンパス
開設･理学部開設20周年にもあたります｡このキャン
パスで教育を受け巣立って行った卒業生の数も理学部
だけで 5000人近くになるのではないでしょうか｡学
会や産業界から注目される研究もこのキャンパスで多
数展開されてきました｡次の創立100周年に向けて､
本学における学術研究の振興に本誌がいささかなりと
も貢献できます事を編集委員会一同願っており､今後
も努力を重ねる所存です｡皆様のさらなるご協力､ご
支援をお願い申し上げます｡
最後になりましたが､本誌を前身の ｢総合理学研究
所 年報｣から新しいスタイルのScienceJournalof
XanagawaUniversity-の大きな衣替えに尽力され
てきた鈴木季直教授が､今年度から総合理学研究所所
長に就任されたことをご報告致します｡これまでの本
誌へのご尽力に感謝するとともに､今後所長として総
合理学研究所の発展に大きな手腕を発揮されることを
祈願しております｡
[神奈川大学総合理学研究所､
理学部生物科学科 井上和仁]
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